
学力状況について 学習状況について

生徒
の
状況・
課題

○１年生は、標準学力検査（ＮＲＴ）で、国語・数学と
もに全ての項目で全国正答率を上回っている。
○２年生は、大分県学力定着状況調査において、４
教科全てで目標値及び県の正答率を上回ってい
る。
○上記のことからも、基本的な知識は定着している
と言える。
○低学力層（偏差値３４未満）の割合が、目標とす
る数値よりも高いので、振り返り学習や補充学習の
さらなる強化が必要である。

○家庭学習を行う習慣は、全国や県に比べて身に
付いている割合が高く、学習時間も長い。
○学校で好きな教科や授業があるという割合が全
国等と比べると若干低い傾向があるので、魅力的な
授業展開をしていく工夫がさらに必要である。
○授業態度については、２分前着席、１分前黙想の
徹底が概ねできている。
○思考力を働かせて答える発問等に消極的なとこ
ろがあるので、進んで課題解決の方策を考える態
度の養成が必要である。

指導
の
状況・
課題

○放課後の「学習コーナー」での補充学習の取り組
みや日常的な質問受け付けなどを行い、学力補充
を行っている。
○ＡＬ（アクティブ・ラーニング）の手法を授業に取り
入れて実施している割合は、以前より随分と増えて
はいるが、まだ満足のいくところまで到っていない。
○低学力層への細やかな指導や居場所確保に努
めている。

○「本時の授業」「本時の課題」「まとめ」の授
業形態はほぼ確立されているが、１００％まで
には行われていない。
○毎日ノートの提出率は高く、家庭学習の習
慣はほぼ定着している。しかし、学習内容の質
と量に個人差がある。
○学習規律の徹底の実施。授業前後の挨拶
や言語環境の統一などを行っている。

今後
目指
す
生徒
像

○ディスカッション能力とプレゼンテーション能
力が育成され、今のステージより一段上昇す
る生徒

○自主的に学習し、行動する態度を擁する生
徒
○学習面はもとより、何ごとにもチャレンジし、
自己を向上させようと努力する生徒

今後
の
具体
的な
取組

家庭・
地域
との
協働

①授業改善の取組
　○磨き合う力を育成する授業づくり
　　・アクティブ・ラーニングを推進する…意欲的に自分の意見を述べ、他の人の意見を傾聴す
　　　る。自分と他者との考えの違いや共通点を見出し、自分の立場を明らかにした発言がで
　　　きるようにする。
　　・１時間完結授業を推進する…「今日の授業」「本時の課題」「まとめ」「振り返り」を提示し、
　　　実際に行う。板書の構造化やユニバーサルデザインへの配慮を進める。単元テストや生
　　　徒自己評価を用い授業評価を実施する。
　○個の学習状況に応じた授業の工夫
　　・ティームティーチング授業を推進する。
　　・伸び悩む生徒の授業参加と指導の充実を図る。
　○小中一貫教育の取り組み
　　・小中の教職員の交流を図り、共通認識をもち、学校の活性化や授業改善を推進する。
②その他の学習指導の取組
　・学期初めの各教科の「がんばりどころ」を配布し、学期末の生徒自己評価を実施する。
　・朝学習での朝読書やドリル学習を実施し、読解・自学学習力を育成する。
　・学習方法や内容の定着を図る学習相談日の実施（放課後等、テスト前や長期休業中）
　・毎日ノートの充実「成果のわかる毎日ノート」の指導（きめ細やかな添削と点検、学級担任
　　や教科担任による具体的アドバイスの充実、反復学習の奨励等）
③学習状況改善の取組
　・全校時ノーチャイムの実施による、主体的な学習態度を育む。
　・授業準備のメモと確認を行い、授業準備の徹底を図る。
　・正しい学習姿勢の徹底と発表の仕方や聞き方等、学習規律の確立を行う。
　・短学活での互いを尊重する活動等を行い、日常的な人権教育を推進する。
　・自尊感情をはじめ人権感覚や技能を培う人権学習・人権集会を実施する。
　・学級や部活動と結んだ学習点検や学び合い学習を実施する。

○プリント類の保護者への連絡が滞らないよう、また、授業用具の忘れ物がないように保護者
からの声かけと保管場所の設置などを行う。
○職場体験学習の際の地域の協力や保護者のアドバイス等を行う。
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